
http://schit.net/tama/jhtamanagayama

/ 

 

 

令和３年３月１日発行 

 令和２年度 第１３号  

多摩市立多摩永山中学校 編集・発行 齋藤 裕 

 

 

コロナ禍に見舞われた一年間、本校の教育活動へのご理解、ご協力本当にありがとうございました。いよいよ

卒業、進級前の 3 月を迎えました。この一年、生徒は行事の中止や活動の制限がある中でも本当によく対応し、

努力していたと思います。保護者の皆様、地域の皆様には本校の教育活動を参観していただくことはできません

でしたが、生徒は多くの場面で活躍し、成長した姿をみせてくれました。そのことはしっかりとお伝えしておき

ます。さて来年度は本校の特色の一つである「7つの習慣」の学習も 2年目を迎えます。学校の文化として根付

くよう計画していきますが、ここで来年度の学びを少し紹介させていただきます。 

 

生徒の皆さんがこれからの時代、心豊かに生き、良い人生を歩んでいくために学ぶ 

7 つの習慣 「公的成功」を目指す 
 

来年度からいよいよ「公的成功」の領域に入っていきます。今年度学んだ「主体的になる」、「終

わりから考えてから始める」、「一番大切なことを優先する」という自分自身の「自立」という土台

を基にもっと大きな力を生み出すことのできる「相互依存」を築くということを学びます。ここで

スティーブン・R・コヴィー氏の言葉を紹介いたします。 

 

ここまでの道を振り返り、最後に到達したい場所

に続く道のりのどこまで進んだのか、どのあたりに

いるのかを確認し、今ここに来るまでは、この道し

かなかったことが実感できます。これ以外の道はな

いし、近道もありません。今のこの地点にパラシュ

ートで舞い降りることもできないのです。前方に広

がる風景を見れば、近道をしようとして無残にも壊

れた人間関係の破片が散乱しています。それは自分

の内面を成熟させる努力をせず、人格を磨かず、手

っ取り早く人間関係を築こうとした人たちの失敗

の跡です。 

  

実りある人間関係をそんなに安易に築けるわけは

ありません。一歩一歩進んでいく以外に方法はないの

です。まずは自分に打ち克って成功していなければ、

他者との関係において、公的成功を収めることは不可

能なのです。 

  

皆さんがこれから取り組むのは、これまでの考え方

を根底からくつがえすパラダイムシフトが必要です。

自分自身をさておいて個性主義のテクニックやスキ

ルで人間関係を円滑にすることだけに汲々としてい

たら、最も大切な人格という土台を崩してしまいかね

ません。根のない木に実はつきません。これは原

則であり、ものには順序があります。私的成功

は、公的成功に先立つ。自分を律し、自制する

ことが、他者との良好な関係を築く土台になり

ます。 

  

自分を好きにならなくては他者を好きになれない、

という人もいます。たしかに一理あります。しかしま

ず自分自身を知り、自分を律し、コントロールできな

ければ、自分を好きになることはとても難しいと思い

ます。好きになれたとしても、短期間で消えてしまう

上辺だけの思い込みです。 

  

自分をコントロールできている人、本当の意味で

自立している人だけが、真の自尊心を持つことがで

きます。それは、第１「主体的になる」、第２「終わ

りから考えてから始める」、第３の習慣「一番大切

なことを優先する」の領域が理解できているという

ことです。 

 

相互依存は、自立を達成した人間にしかできない選

択です。本当の意味での自立した人間になる努力をし

ないで、人間関係のスキルだけを磨くことは愚かなこ

とです。環境や条件がよければ、ある程度はうまくい

くかもしれません。しかし、困難なことは必ず起きま

す。そうしたとき、すべての土台が倒れてしまい、あ

らたな人間関係を築かなければならなくなったとき

に最も大切なのは、あなたが何を言うか、どう行動す

るかではありません。あなたがどういう人間かという

ことなのです。 

皆さんが大きく成長していく姿を 

これからも応援していきます。 

 

 

 

 

 

 



２０１９年から始めた「7 つの習慣」の学習、０年目、１年目を終えて、生徒は、たくましく成長しました。

２年間の取り組み結果と「7つの習慣」に取り組んでみた生徒の感想をご紹介します。 





 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


